
日月

得点

100点

鎌
か ま

倉
く ら

時
じ

代
だ い

1 健
けん た

太さんは，鎌倉時代を学習した際，「鎌
かま

倉
くら

幕
ばく ふ

府はいつ開かれたか」については
さまざまな説があることを先生から聞いて興味をもち，図書館で調べてみました。
健太さんが調べたことをまとめたメモと，将

しょう

軍
ぐん

（征
せい い

夷大
たい

将
しょう

軍
ぐん

）と御
ご け

家人
にん

の関係を
示した図を見て，あとの問いに答えなさい。（50点）

メモ中の Ａ ～ Ｃ にあてはまる数字の組み合わせとして正しいものを，
次のア～エの中から 1つ選び，記号を書きなさい。（20点）

Ａ Ｂ Ｃ
ア 1167 1180 1185
イ 1180 1185 1192
ウ 1185 1192 1221
エ 1192 1221 1274
メモ中の と図について，守護や地頭について説明した文としてまちがっ
ているものを，次の

　　　
ち
ア～ウの中から 1つ選び，記号を書きなさい。（30点）

し

有
ゆう

ごとに置かれ，軍事や警
けい

察
さつ

ア　守護は私 地 の仕事を行い，地頭は国ごとに置か
ねん

れ，年
ぐ

貢（農民が納
おさ

める税
ぜい

）の取りたてや土地の管理にあたった。
イ 守護や地頭に任じることは，御家人に対する将軍のご恩の 1つであった。
ウ 御家人は奉公として，鎌倉や京都を守る役についたり，いくさが起これば一
族を率いて将軍のために戦ったりした。

（ ）

（ ）

メモ

《鎌倉幕府が開かれたのはいつ？》
有力な説 1： Ａ 年
源 頼朝
みなもとのよりとも へい

が主に関東の武士たちを味方につけて，平
氏
し

と戦いはじめた年
有力な説 2： Ｂ 年
壇ノ浦
だん の うら ちょう

廷
てい

から各地に守
しゅ

護
ご

や地
じ

頭 限
の戦いで平氏をほろぼし，朝
とう けんげん

を置く権 を得た年
有力な説 3： Ｃ 年
源頼朝が朝廷から征夷大将軍に任じられた年

　　　↓↓　　　↓
1～ 3の説以外にもさまざまな説があり，最近の教科

書では「〇年に鎌倉幕府が開かれた」とか「鎌倉時代の
始まりは△年である」といった表現は見られない。

図

将軍
しょうぐん

ご　け にん

御家人

ご

恩お
ん

ほ
う

こ
う

奉

公
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2 小
こ

春
はる

さんは，鎌倉時代，将軍を助ける役職である執
しっ

権
けん

の地位についていた北
ほう

条
じょう

氏
し

に興味をもち，調べてみました。北条氏の略
りゃく

系
けい

図
ず

と，略系図中の二人の人物に
ついて小春さんがまとめた人物カードを見て，あとの問いに答えなさい。（50点）

人物カードＸ・Ｙはだれの説明ですか。それぞれ書きなさい。（各 15点）
Ｘ（ 北条 ）　　Ｙ（ 北条 ）

人物カードＹにある，元との二度にわたる戦い以後の，幕府と御家人の関係に
ついて，小春さんは調べたことをまとめノートに整理しました。まとめノート中
のＺにあてはまる内容を，「領地」という言葉を使って簡

かん

単
たん

に書きなさい。
（20点）

（ ）

まとめノート

人物カードＸ 人物カードＹ

源頼朝の妻で，3代将軍 源
みなもとの

実
さね

朝
とも

の母。朝廷が幕府をたおす命令を全国
に出した際には，御家人たちに対し，
頼朝のご恩にむくいることを強くうっ
たえ，幕府に勝利をもたらした。

13世紀後半に執権の地位についた
人物。この人物が執権のとき，元

げん

が二
度にわたり，大軍を日本に送ってせめ
こんできたが，各地の御家人たちを動
員して，防いだ。

　御家人たちは，幕府の求めに応じて，守りを固めるための防
ぼう

塁
るい

などを博
はか

多
た

湾
わん

に
築き，集団戦法や火薬を用いた武器でせめこむ元軍に対して，命をかけて戦った。

　しかし，幕府は Ｚ 。

　御家人たちは，幕府に対して不満をもつようになった。

↓　　　↓　　　↓

↓　　　↓　　　↓

略系図
経
つね

時
とき

泰
やす

時
とき

□ 時
とき

頼
より

時
とき

宗
むね

貞
さだ

時
とき

高
たか

時
とき

　

政
まさ

子
こ

　 □ 師
もろ

時
とき

　

北条
長
なが

時
とき

□ □ 守
もり

時
とき

時政 義
よし

時
とき

□ □ □ 基
もと

時
とき

政
まさ

村
むら

□ □ 煕
ひろ

時
とき

□ □ □ 貞
さだ

顕
あき

□ □ □  宗
むね

宣
のぶ

　

②

番号は執
しっ

権
けん

になった順番です。

①

③

④

⑤

⑦

⑥

⑧ ⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯


	GU6_syakai_mondai_14
	GU6_syakai_mondai_15
	GU6_syakai_mondai_34
	GU6_syakai_mondai_35
	GU6_syakai_mondai_58
	GU6_syakai_mondai_59
	GU5_syakai.pdf
	GU5_syakai_mondai_10
	GU5_syakai_mondai_11
	GU5_syakai_mondai_52
	GU5_syakai_mondai_53
	GU5_syakai_mondai_86
	GU5_syakai_mondai_87
	GU5_rika.pdf
	GU5_rika_mondai_16
	GU5_rika_mondai_17
	GU5_rika_mondai_50
	GU5_rika_mondai_51
	GU5_rika_mondai_64
	GU5_rika_mondai_65
	GU3-4_rika_mondai_01.pdf
	GU3-4_rika_mondai24
	GU3-4_rika_mondai25
	GU3-4_rika_mondai54
	GU3-4_rika_mondai55
	GU3-4_rika_mondai84
	GU3-4_rika_mondai85
	GU3-4_syakai_mondai.pdf
	GU3-4_syakai_mondai45
	GU3-4_syakai_mondai63
	GU3-4_syakai_mondai85
	GU3-4_syakai_mondai88
	GU3-4_syakai_mondai91
	GU3-4_syakai_mondai94
	1&2nen_syakai_01
	GU1-2_syakai_mondai16
	GU1-2_syakai_mondai17




	空白ページ
	空白ページ

	空白ページ
	空白ページ



